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総合運動公園などに大型アスレ
チックを作る。また、ハイキン
グコースを充実させるなど、親
子が自然とふれあいながら運動
を楽しめる環境をづくりをお願
いしたい。

総合運動公園などに大型アスレチック
を作る計画はありませんが、第３章の
６－６－２「指定管理者との連携によ
る適切な施設運営」において、参考と
させていただきます。

今後の参考と
する意見

4

「する」「みる」「ささえる」
スポーツへの関心が薄い層への
もっと広いアプローチと結果を
期待する。

第３章の３
スポーツには「する」「みる」「ささ
える」といった関わり方があり、様々
な効果が期待できます。本計画ではこ
うしたスポーツへの関わり方を３つの
視点と捉え、スポーツへの関心が薄い
層へも積極的にアプローチしていきま
す。

既に盛り込み
済みの意見

1

子どもが、スマホなどでのゲー
ム時間の増加などから、運動不
足となり怪我をするケースや1つ
のスポーツだけを極めすぎてス
ポーツ障害を負うケース。この
運動習慣の2極化について対策を
お願いしたい。

対策は第３章の６－１「子ども体づく
りの推進」や「スポーツ保育の推進」
の事業で実施します。

既に盛り込み
済みの意見

2

保護者、幼稚園や学校、スポー
ツ指導者が幼少期から成長期ま
での発達段階に対するカラダの
専門的な知識を持ち、自分のカ
ラダを100歳まで維持できるよ
うな基本的なカラダ作りの大切
さを知り、実践するための教育
システムをぜひ構築してほしい
です。

対策は第３章の６－１「子ども体づく
りの推進」や「スポーツ保育の推進」
の事業で実施します。

既に盛り込み
済みの意見

（５）その他（質問含む）　　　　　　

意見の反映状況一覧

№ 意見の内容 市の考え方 反映結果

（２）既に盛り込み済みの意見　　　　　　7

（３）今後の参考とする意見　　　　　 1

（４）反映できない意見　　　　　　　

（１）意見提出者の数　　　　　　　 3

（２）提出された意見の数　　　　　 9

意見の反映状況

（１）反映した意見　　　　　　　　　 1

様式３

　　　            　　　　　　　　　施策担当課→市民活動団体支援室

案件名 「藤枝市スポーツ推進計画」（案）

「藤枝市スポーツ推進計画」（案）に対し、ご意見をいただきありがとうございました。
提出された意見の内容（要約）及び意見に対する市の考え方は次のとおりです。

パブリックコメントの結果



：

：sports@city.fujieda.shizuoka.jp

意志決定後の計画、策定案の内容

資料
「藤枝市スポーツ推進計画」（案）

意見公表場所
市ホームページ・市役所行政情報コーナー・スポーツ振興課・岡部支
所・文化センター・各地区交流センター

担　　当　　課

藤枝市市民文化部スポーツ・文化局スポーツ振興課政策担当（担当者　河村）

電話 ０５４－６４３－３１２６（内線　３７５２）

電子メール

9

今年度はコロナの影響で様々な
大会が中止となり、改めて事業
を見直すいい機会になったと思
います。藤枝市のスポーツイベ
ントからの地域活性化、さらに
その大会に伴う地区内の大会の
推進をお願いしたい。

対策は第３章の６－７「スポーツイベ
ントの実施」に記載されていることか
ら、これに基づき実施します。

既に盛り込み
済みの意見

7

スポーツには、食・栄養が大き
く関わっている。
特に子ども世代と、シニア世代
に対してのからだづくりには、
食・栄養が大きく関わってお
り、市民の関心も高い。
「すこやかプラン」と連携して
進めていただきたい。

対策は第３章の６－４－９「ジュニア
アスリートマルチサポート事業」に記
載されていることから、これに基づき
実施します。

既に盛り込み
済みの意見

8

「生涯スポーツの推進」の課題
としているスポーツ人口の拡大
の推進について具体例を示して
ほしい。

具体例は、第３章の６－１及び２及び
３に示してあります。

既に盛り込み
済みの意見

5

コロナ禍、またコロナ後に変化
するであろう市民の意識の変化
があっても実施できる、「身体
を動かすための工夫」を確立す
る計画も盛り込んでいただくと
時代にあっていると思う。（例
えば、オンラインでの取り組み
体制を整えるなど。）

Ｐ20の№７及びＰ24の№６の内容に、
オンラインでの取り組み体制として下
記を追記します。

・・・スポーツ施設情報、「気軽に実
施できるスポーツ動画を紹介し」、市
民のスポーツ機会の・・・

反映した意見

6

『女性スポーツ促進プログラ
ム』食や美容からアプローチす
る計画は、画期的かつ現実と
合っていて期待、賛同できる。
ただ実際に、子育て世代の女性
は大変多忙であり、運動をした
くても難しい。
一方で、子どものスポーツや発
育に大変関心があるため、子ど
もの栄養学を学ぶことで、自然
に自分の体のことを考えるきっ
かけになる。
また、女性へのアプローチは、
なでしこ事業を通じて女性アス
リート特有の課題（女性アス
リートの三主徴＜無月経・利用
可能エネルギー不足・骨粗鬆症
＞）を取組むと、全国でも珍し
い（初めての）取組になる。

対策は第３章の６－３－１「Sports in
life女性スポーツ促進プログラム」に記
載されていることから、それに基づき
実施します。

既に盛り込み
済みの意見
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